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地域の特徴・課題

CASACOコンセプト

地域の多世代多国籍の集う共同空間

＊特徴
・坂の町。丘にはりつくような構造
・外国籍の子供が 20％の小学校
・若者（20～30代）の住民が少ない
・徒歩圏内に動物園、図書館、昔ながらの
　飲食店街、みなとみらいエリアなど、　
　アトラクションが多い

旅人は、日本のローカルな文化に触れたり、地元民との交流ができたりする。子供は、世界中の
人々と実際に触れ視野を拡張でき、地域住民は、視野の拡張だけでなく、地元をヨソモノ目線か
ら客観的に捉えることができ、地元の良さを再発見できる。

＊課題
・新旧住民の交流機会を増やしたい
・子供会を復活させたい（消滅して 10年）
・町内イベントへの参加率を高めたい
　（いつも決まった顔ぶれ）
・空き家が増加傾向



CASACO立ち上げ背景
＊着想時期
2011年～2012年のユーラシア大陸
自転車横断の旅。旅先での家族のよう
なもてなしに、日本でも誰もが家族の
ように繋がれる場所を作りたいと思う

＊始動
2014年に現在の拠点をCoCの事務所
として賃貸。その後、町内住民・建築家
(tomito architecture) と共同で
CASACOの構想を固めていく

＊改修
2015年、改修を開始。地域住民と協力
し合い、半年かけリノベーションを実施。



組織体制・連携

費用・財源

CASACOプロジェクト
実行委員会

CASACO
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￥
￥

tomito 
architecture
CASACOの運用方針はCASACOプロジェクト実行委員会が、日々の施設管理や海外との繋がり、子どもの受け入れは
CoCが、定期的なオープンは町内住民が日直制で行なっています。ハード面の整備は tomito architecture が、そしてイベ
ントや新規企画は、大学生、町内会、行政、宿泊施設などと連携し、常に新しい仕掛けを打っています。

CASACOの２階に受け入れているホームス
テイの家賃収入と１階でのイベント使用料
が主な財源となり、家賃や光熱水費、人件
費が主な支出となります。オープンから 1
年５ヶ月。初回の改修で完了しなかった部
分の改修に着手できるだけの運用ができて
います。

横浜国大学生
Connection of the 
Children (CoC)

町内住民（日直制）

海外からのゲストの
家賃収入

イベント使用料

家賃・光熱水費
人件費

町内会
横浜市 /西区
フタレノ（ゲストハウス）



日々の活動

毎月日々の日直さん、イベント利用希望者と日替わり
カレンダーを作成し、活動を実施しています。
（上記は 2017年 6月のカレンダー）

BAR ババーズ

近所のママさん
が店長を勤める

流しそうめん

毎年恒例の流し
そうめん

世界の朝ごはん

毎月第 2・4日
曜日に開催

音楽 ライブ

近所のチェリス
トとその仲間達



活動の成果・地域への貢献
＊地域からの声
・毎月「世界の朝ごはん」では、世界中の朝ごはんを通して、気軽に様々な文化を
　知れるのが楽しみです。（30代近所のお母さん）
・CASACOでこんな人が近所に住んでいたのか！という発見がありました。
　（40代男性住民）
・子供の屯う場所ができつつありますね。子供会復活をぜひ！（60代町内会役員）
・近所で外国の方が困っていたからとりあえずCASACOに連れてきたよ。
　（町内の小学生）

＊活動の成果
・CASACOにて、新旧住民の交流のきっかけが生まれている
・CASACOで町内の活動を知り、町内対抗運動会への住民の参加率が３割増えた
・近隣の小学校との連携ができ、小学生へのCASACOの認知率は７割を超える。課外
　授業でCASACOを取り上げていただく機会もあった。
・町内の空き家４棟（CASACO含）に 20～30代の若者を誘致した。




